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オプションメニューの生成

• オプションメニューの生成には、
onCreateOptionsMenuメソッドを使います。
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• このonCreateOptionsMenuメソッドは、 superクラスの
onCreateOptionsMenuメソッドをオーバーライドする必

要があります。

• onCreateOptionsMenuメソッ ドは、引数にMenu型の
変数menuを取ります。

• 関数内では、この引数menu内にメニューアイテムを
addしていく形となります。
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メニューアイテムの追加

• メニューアイテムの追加には、Menuクラスのaddメ
ソッドを使います。

addメソッドは、引数にグループID（groupID）、アイテ
ム ID（itemID）、優先順位（order）、タイトルリソース
（titleRes）を取ります。

タイトルリソースには、./res/values /string.xmlに設定し
たnameを記述します。

addメソッドの戻り値として、MenuItemを取得できるの
で、戻り値に対してアイコン画像 を追加することがで
きます。
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メニューアイテム選択イベントの処理

• メニューアイテム選択時には、onOptionsItemSelected
メソッドを使います。

これもsuperクラスの onOptionsItemSelectedメソッドを
オーバーライドします。onOptionsItemSelectedメソッド
は、引数として MenuItem型の変数itemを受け取りま
す。

この引数のgetItemIdメソッドを使うことにより、選択さ
れたアイテムのIDを取得し、それぞれど のアイテム
が選択されたかを知ることができます。あとは、選択
されたアイテムに対してそれぞれの処理を記述して
いけばOKです。
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• /**
• * オプションメニューがクリックされたときの動作

• */
• @Override
• public boolean onOptionsItemSelected(MenuItem item) {
• switch (item.getItemId()) {
• case Util.MENU_ITEM0:
• // 各ボタンが押されたときの処理を記述

• Intent intent = new Intent( ”android.intent.action.VIEW”,
• Uri.parse( ”http://yamablo.com” ) );
• startActivity( intent );
• return true;
• case Util.MENU_ITEM1:
• Util.showToast( this, ”終了します。” );
• finish();
• return true;
• }
• return true;
• }


